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―
―
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
緯
か
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

佐
藤
俊
彦
理
事
が
１
９
９
７
年
に
こ
の
地
で

開
業
し
て
以
来
、
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
最
先
端
の
画
像

診
断
を
提
供
し
続
け
て
き
た
の
は
広
く
知
ら
れ

常
勤
医
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
週
に
１
日
、
若
月
教

授
と
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
中
川
恵
一

放
射
線
治
療
科
部
長
、
自
治
医
科
大
学
附
属
病

院
放
射
線
科
の
小
川
一
成
助
教
が
診
療
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

医
学
物
理
士
は
専
従
で
２
名
、
診
療
放
射
線

技
師
は
５
名
が
在
籍
し
、
看
護
師
３
、４
名
と
と

も
に
放
射
線
治
療
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
装
置
は
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
１

台
と
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
１
台
の
計
２
台
を
設
置
し

て
お
り
、
１
日
10
数
名
の
紹
介
患
者
へ
の
外
来

照
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

照
射
領
域
と
し
て
は
、
や
は
り
サ
イ
バ
ー
ナ

イ
フ
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
転
移
性
の
脳

腫
瘍
や
頭
頸
部
の
症
例
が
多
い
で
す
ね
。
ト
モ

セ
ラ
ピ
ー
は
、
当
然
の
よ
う
に
前
立
腺
が
ん
の
患

者
さ
ん
が
多
い
で
す
が
、
他
に
も
緩
和
的
な
照

射
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
患
者
の
格
別
な
傾

て
い
る
と
お
り
で
す
。

　

開
業
後
の
20
年
間
に
お
い
て
、Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画
像
診
断
装
置
の
診
断

能
は
目
覚
ま
し
く
進
歩
し
、
画
像
診
断
の
質
は

大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、

放
射
線
治
療
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
Ｉ
Ｇ
Ｒ

Ｔ
と
い
っ
た
腫
瘍
部
位
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
叩
く

こ
と
が
で
き
る
高
精
度
放
射
線
治
療
の
技
術
が

登
場
し
、
手
術
と
同
等
以
上
の
治
療
成
績
を
上

げ
ら
れ
る
、
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
栃
木
県
は
、
隣
接
す
る
群
馬
県
、

茨
城
県
と
比
し
て
高
精
度
放
射
線
治
療
を
実
施

可
能
な
施
設
が
少
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。
そ
こ

で
、
佐
藤
理
事
と
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
非
常
勤
医

と
し
て
参
画
さ
れ
て
い
る
自
治
医
科
大
学
附
属

病
院
中
央
放
射
線
部
の
若
月 

優
教
授
が
、
栃
木

県
に
も
高
精
度
放
射
線
治
療
を
普
及
さ
せ
た
い

と
奮
起
し
、
２
０
１
６
年
頃
よ
り
当
治
療
セ
ン

タ
ー
立
ち
上
げ
の
構
想
が
練
ら
れ
た
の
で
す
。
以

来
、
２
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
２
０
１
８
年
４

月
に
当
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
数
年
前
に
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

で
若
月
教
授
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
た
縁
か

ら
、
当
セ
ン
タ
ー
開
設
当
初
よ
り
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
射
線
治
療
医
は
常
勤
医
が
私
１
名
で
、
非

向
は
こ
れ
と
い
っ
て
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

周
辺
施
設
か
ら
の
紹
介
患
者
を
受
け
入
れ

高
精
度
放
射
線
治
療
以
外
に
も
対
応

―
―
２
台
の
装
置
に
つ
い
て
、
使
い
分
け
お
よ
び

性
能
へ
の
所
感
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
定
位
照
射
に
特
化
し
た

機
能
を
持
っ
て
お
り
、
自
治
医
科
大
学
附
属
病

院
か
ら
の
紹
介
患
者
等
、
一
般
的
な
リ
ニ
ア
ッ

ク
で
は
治
療
が
困
難
な
症
例
を
中
心
に
治
療
し

て
い
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
先
述
し
た
と
お
り
、
主

に
転
移
性
の
脳
腫
瘍
や
頭
頸
部
の
が
ん
治
療
に

使
用
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
再
照
射
が
必
要
な

症
例
な
ど
に
お
い
て
も
、
病
状
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
有
用
性
が
高

い
装
置
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
率
こ

そ
高
く
は
な
い
で
す
が
、
体
幹
部
へ
の
照
射
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
利
用
を

栃木県の放射線治療基盤に一陣の風吹く。
まさに民間資産と有力大学の協働の実践例。
高精度放射線治療装置２台が地域を変える
1997年、画像診断センターのパイオニアとしてオープンした宇都宮セントラルクリニックの名は全国区である。
同クリニックは2018年4月、栃木県では手薄とまで言われていた放射線治療の専門施設を開設した。
導入した放射線治療装置は、高精度な同治療を可能とする最新型のサイバーナイフとトモセラピーの2台。
人材は、東京大学医学部附属病院放射線治療部門と自治医科大学附属病院中央放射線部がバックアップ。
オープンから1年弱。その成果は？　軽部センター長はじめ、同施設のキーパーソンらに話を聞いた。

1981 年生。東北大学医学部卒。東京大学大学院医学系研究科生
体物理医学専攻修了。医学博士。放射線治療専門医

軽部雅崇（かるべ・まさたか）氏

ロボット誘導型定位放射線治療装置
サイバーナイフは、大きなロボットアー
ムのような形状が特徴。宇都宮セント
ラルクリニック 放射線治療センターで
は、脳腫瘍や頭頸部だけでなく、肺
がんなど、体幹部の放射線治療に
積極的に活用している。同装置室で、
東京大学医学部附属病院 放射線
科 准教授の中川恵一氏㊧と同セン
ター長の軽部雅崇氏

宇都宮セントラルクリニック 放射線治療センター
医療法人DIC
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栃木県

宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニッ
ク

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

軽
部
雅
崇
氏
に
聞
く

最
新
型
高
精
度
放
射
線
治
療
装
置
を
２
機
種
同
時
導
入
し
て

栃
木
県
に
お
け
る
高
精
度
放
射
線
治
療
施
設
の
先
駆
け
と
し
て
活
動

宇都宮セントラルクリニック外観。PETを利用したがん検診や人間ドックなど、検診事業に
力を注ぐと共に、県内初となる3T MRIを2007 年に導入するなど、画像診断センターと
して地域医療に貢献し続けている

（    ）9 新　医　療　2019年2月号 （    ）8新　医　療　2019年2月号



射
を
必
要
と
し
な
い
症
例
も
多
い
た
め
、
そ
の

点
で
言
え
ば
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
を
十
分
使
い
こ
な

せ
て
い
な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
周
辺
の
医
療
機
関
の
認
知
度
が

高
ま
り
、
こ
れ
か
ら
紹
介
患
者
が
増
え
て
く
れ

ば
、
高
精
度
照
射
に
特
化
し
た
医
療
も
展
開
で

き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
期
待
し

た
い
で
す
ね
。

―
―
今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

開
設
か
ら
半
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

栃
木
県
は
、
従
来
か
ら
放
射
線
治
療
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
が
低
い
状
況
下
で
地
域
医
療
が
成
り
立
っ
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
放
射
線
治
療
の
適
用
や
有

用
性
を
ご
存
じ
で
な
い
医
師
が
多
い
の
が
現
状

で
す
。
放
射
線
治
療
は
、
紹
介
し
て
く
れ
る
医

療
機
関
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
診
療
科
で
す
。

患
者
数
を
増
や
す
に
は
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
理
事
は
主
に
一
般
の
方
向
け
に
講
演
活

動
等
、
患
者
サ
イ
ド
で
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
中
川

恵
一
部
長
に
も
、
地
元
新
聞
で
の
連
載
記
事
等
で

一
般
の
方
に
放
射
線
治
療
を
認
知
し
て
い
た
だ
く

活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
も
、
周
辺
の
医
療

機
関
や
医
師
会
な
ど
と
連
携
を
深
め
つ
つ
、
現

在
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
す

る
治
療
成
績
を
向
上
し
続
け
る
こ
と
で
実
績
を

積
み
上
げ
、
当
セ
ン
タ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め

て
い
き
、
患
者
数
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

前
提
と
し
た
装
置
ゆ
え
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
実
施

す
る
場
合
は
極
め
て
有
用
性
の
高
い
装
置
で
す
。

治
療
計
画
の
オ
プ
テ
ィ
マ
イ
ズ
は
医
学
物
理
士

が
行
っ
て
お
り
、
私
自
身
が
実
感
す
る
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
施
設
で
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
実

施
す
る
よ
り
は
、
実
に
速
く
治
療
計
画
を
策
定

し
て
照
射
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
患

者
さ
ん
を
あ
ま
り
待
た
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
し
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
だ
開
設
し
て
１

年
経
過
し
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ
地
域
医
療
に

お
け
る
放
射
線
治
療
の
底
上
げ
を
１
つ
の
目
的

と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
高
精
度
放
射
線
治

療
だ
け
を
選
り
好
み
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
結
果
、
緩
和
的
な
治
療
な
ど
、
高
精
度
照

ブレストセンター正面。宇都宮セントラルクリニックでは、2013 年に乳腺に特化した女性専用施設を開設。
トモシンセシス機能を搭載したマンモグラフィだけでなく、乳房専用 PET や ABVS（乳房超音波装置）
など、乳腺に対する高性能な画像診断装置を揃え、質の高い乳がん検診を実施している

サイバーナイフ治療システムは、呼吸で動く肺腫瘍をコンピューターが認識して追尾照
射が可能。照射のための侵襲的な体内マーカー留置が不要であり、大きな呼吸変動
がない限り、自由呼吸下での定位照射ができる。

トモセラピー「Radixact」はコーンビームCT 撮影を行うことができるため、計画時の
CT 画像とセットアップ時の CT 画像で位置合わせが行える。実際の病変部の確認を
照射直前に行う、高い画像誘導性を用いた高精度照射が可能である。

高精度放射線治療に特化した放射線治療装置トモセラ
ピー。2018 年 11 月には「Radixact」を最新バージョン
に更新。より精度の高い IMRTを実施することが可能と
なった。また、同センターでは、高精度放射線治療だけ
でなく、緩和的放射線治療にも積極的に対応している

　
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

放
射
線
治

療
セ
ン
タ
ー
で
専
従
の
医
学
物
理
士
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
新
木
佳
友
氏
に
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
放
射
線
治
療
装
置
の
運
用
の
現
況
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
。

◇

　

宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

放
射
線
治

療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
名
の
医
学
物
理
士
と
５
名

の
診
療
放
射
線
技
師
が
専
従
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
。
医
学
物
理
士
の
新
木
佳
友
氏
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
の
入
職
の
経
緯
と
、
業
務
の
現
況
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
は
、
入
職
ま
で
茨
城
県
に
あ
る
医
療
機
関
で

６
年
間
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
の
運
用
に
携
わ
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
が
ん
診
療
で
著
名
な
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
放
射
線
治
療
の
専
門
施
設
を
立
ち
上
げ
る

と
聞
き
、
佐
藤
理
事
と
若
月
教
授
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
共
感
し
て
、
私
の
持
つ
サ
イ
バ
ー
ナ
イ

フ
運
用
の
経
験
が
生
か
せ
る
の
で
あ
れ
ば
と
応

募
し
、
入
職
に
至
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
私
は
医
学
物
理
士
専

従
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
診
療
放
射
線
技
師
の

免
許
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
放
射
線
技
術
部
門
の
ま
と
め
役
と
し
て
、

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
医
学
物
理
士
の
役
割

に
つ
い
て
、
新
木
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
装
置
の
Ｑ
Ａ
と
い
っ
た
管
理
業
務

も
あ
り
ま
す
が
、
最
も
重
要
な
の
は
放
射
線
治

療
の
計
画
立
案
で
す
。
一
方
、
当
セ
ン
タ
ー
に
配

属
さ
れ
た
診
療
放
射
線
技
師
た
ち
は
若
手
が
多

い
た
め
、技
師
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

そ
れ
故
、
私
自
身
の
自
己
鍛
錬
も
必
至
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
２
台
の
放
射
線
治
療
装
置

が
稼
働
し
て
い
る
。

　

１
台
は
、
定
位
放
射
線
治
療
装
置
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
。
最
先
端
の
画
像
解
析
技
術
と
巡
航
ミ

サ
イ
ル
に
も
使
わ
れ
て
い
る
情
景
照
合
装
置
を

応
用
し
た
病
変
追
尾
シ
ス
テ
ム
が
病
変
部
を
常

に
追
尾
し
、
正
確
な
照
射
を
実
現
す
る
。
先
端

に
Ｘ
線
発
生
装
置
を
装
着
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

は
６
つ
の
関
節
を
持
ち
、
全
方
位
か
ら
正
確
に

放
射
線
を
照
射
す
る
こ
と
で
、
正
常
組
織
を
外

し
て
狙
い
撃
つ
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
従
来
不
可
能
だ
っ
た
頭
蓋
底
、
脊
髄
、

体
幹
部
を
は
じ
め
広
範
な
部
位
に
発
生
し
た
腫

瘍
に
幅
広
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

臨
床
的
価
値
を
有
す
る
。

　

も
う
１
台
は
、
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
を
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

放
射
線
治
療
装
置
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
で
あ
る
。
Ｃ

Ｔ
と
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す
る
こ
と

で
、
腫
瘍
へ
の
高
い
線
量
集
中
性
・
均
質
性
を

維
持
し
つ
つ
正
常
組
織
へ
の
被
ば
く
線
量
を
抑

制
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
治
療
直

前
に
Ｃ
Ｔ
撮
影
を
実
施
し
、
治
療
計
画
用
Ｃ
Ｔ

画
像
と
の
照
合
・
位
置
補
正
を
行
う
画
像
誘
導

放
射
線
治
療
を
可
能
に
し
て
い
る
装
置
で
あ
る
。

　

２
つ
の
装
置
の
違
い
に
つ
い
て
、
新
木
氏
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
セ
ン
タ
ー
に
は
２
台
の
放
射
線
治
療
装
置
が

稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
放
射
線
治
療

計
画
立
案
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
一
言
で
言
え
ば
、
原
体
性
の
高
い
照
射
を
可

能
と
す
る
の
が
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
で
あ
り
、
均
質

性
の
高
い
照
射
を
可
能
と
す
る
の
が
ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

向
か
ら
ビ
ー
ム
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
正

常
な
組
織
を
避
け
な
が
ら
細
か
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
照
射
す
る
こ
と
が
可
能
な
装
置
で
す
。
一
方
、

ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
は
、
細
か
な
と
こ
ろ
を
狙
う
の
は

難
し
い
で
す
が
、
よ
り
広
い
領
域
を
一
気
に
照
射

宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニッ
ク
　

診
療
放
射
線
技
師
／
医
学
物
理
士

新
木
佳
友
氏
に
聞
く

こ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
高
度
な
放
射
線
治
療
を
実
施
し
て

周
辺
医
療
機
関
お
よ
び
地
域
住
民
の
放
射
線
治
療
へ
の
信
頼
を
勝
ち
取
る

1980 年 東 京 都出身。2002
年駒澤大学放射線学科卒。
茨城県の医療機関にて 15
年間放射線診断・治療業務
に従事し、2018 年２月より宇
都宮セントラルクリニック 放射
線治療センター勤務。診療
放射線技師／医学物理士。
第一種放射線取扱主任者。
放射線管理士

新木佳友氏
（あらき・よしとも）

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
、

高
精
度
な
放
射
線
治
療
を
展
開

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
＆
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
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医療法人 DIC 
宇都宮セントラルクリニック

所在地：栃木県宇都宮市屋板町 561-3
理　事：佐藤俊彦

治療センターでは放射線治療医のほか、5 人の診
療放射線技師と2 人の医学物理士が専従で常勤し
ており、大学病院レベルの、質の高い放射線治療
を提供できる環境を整備している

放射線治療センター受付。緩和的放射線治療な
どで、医療機関からの車による患者の送迎等の
サービスを実施。患者の負担を極力軽減する放
射線治療を展開している

宇都宮セントラルクリニックは 1997
年に画像診断センターとしてオープ
ン。2003 年県内初の PET 導入に始
まり、2013 年には北関東初の乳腺
分野に特化したブレストセンター（女
性専用）を開設。最新鋭の医療機器
を積極的に導入し、人間ドックや健
康診断が受診できる施設として知ら
れている。

――宇都宮セントラルクリニック
への協力の経緯についてお聞かせ
ください。
　宇都宮セントラルクリニックが
ある栃木県は、県別の平均寿命
が男性 42 位、女性 46 位と国
内でも低く（注：厚生労働省 平成
27 年都道府県別生命表より）、
がん年齢調整死亡率も全国的に

　このような結果を生んだ背景に
は、日本の健康や医療に関する
教育が不十分な点があるからでは
ないでしょうか。日本では、保健
体育という教科がありますが、同
科の授業では、専ら体育に力点
が置かれ、いわゆる“保健”の授
業がおろそかになっていたのが現
状です。次期教育指導要領にも
中学校の保健分野で、「がんにつ
いても取り扱うものとする」と明
記されるなど、がん教育の取り組
みが本格化することにより、今後、
子供たちの世代のヘルスリテラ
シーの向上には期待が持てます
が、一方で、現在の大人たちへの
対応をどのようにすべきか、とい
う課題は残っています。
　日本のがん医療について言え
ば、確かに外科医の手術の腕は
たいへん素晴らしいのですが、が
ん医療におけるインフラに相当す
る部分の整備は、たいへん遅れて
います。ヘルスリテラシー以外に
も、受動喫煙対策やがん検診の
受診率の低さ、子宮頸がんワクチ

　そこで、宇都宮セントラルクリ
ニックの佐藤理事や、同クリニッ
クを支援している自治医科大学附
属病院の若月教授からの相談を
受け、東京大学病院として、当ク
リニックへの支援要請を受けるこ
とにしたのです。
　国立大学において、高額医療
機器が文部科学省の資金で自動
的に調達できる時代はすでに終わ
りました。現在、日本では先進的
な医療、標準的な医療の普及に
ついて理解し、資金を提供してく
れる民間の人々の自助努力によっ
て進められていますが、今回、そ
れがたまたま栃木県だったという
ことです。

ヘルスリテラシー向上が
放射線治療の普及には不可欠

――栃木県の平均寿命が短いこ

であると考えています。その活動
の一環として、現在、私は地元新
聞の下野新聞で先進のがん医療
に関する連載記事を執筆するな
ど、啓発活動に取り組んでいると
ころです。

東大病院の医療技術を活用し
患者負担軽減の治療を実践

――現在、どのような体制で協力
されているのでしょうか。
　放射線治療部門の医局員であ
る軽部先生にセンター長として勤
務してもらっているほか、私自身
も非常勤医として週に１度、診療
を実施しています。
　当センターでの診療の特徴は、
東京大学病院と同程度の高度な
放射線治療をすぐに受療できる点
にあります。
　他の病院では１ヵ月近く待たさ
れてしまう放射線治療でも、当セ
ンターなら外来受診後、早ければ
翌日にでも放射線治療を実施でき
ますし、回数も前立腺がんで 20

見て決して良くないというデータが
あります。
　放射線治療についても、北関
東の隣県である群馬県や茨城県
と比較して先進的な高精度放射
線治療を実施している医療機関も
少なく、標準的な治療が普及して
いるかと言えば、決して十分では
ないというのが実情です。

ンがほとんど行われていない点な
ど、数多くの問題点が挙げられま
す。がん患者で放射線治療を受
療している割合も、欧米の６割以
上に対して、日本はまだ３割以下
です。栃木県での放射線治療へ
の認知・理解は、先述のとおり、
放射線治療を実施している医療
機関が少ないことから同様と言え
るでしょう。
　がんは今や罹患した患者の３分
の２が、早期発見であれば 95％
以上が、治癒する疾患となりまし
た。しかし、一般的にはがんはま
だ“死病”と捉えられており、例
えば、がんの告知後 1年以内で
の自殺のリスクは 20 倍以上とい
う報告があります。TV で放送さ
れる医療ドラマでも、外科医の「神
の手」に患者が助けられる場面が
多い一方、ほとんどの患者が亡く
なるストーリー構成は変わってい
ません。
　このような、がんに対するリテ
ラシーの遅れを取り戻すことが、
私たち放射線治療医にとって重要

とについて、何か理由があるので
しょうか。
　栃木県固有の事情は、残念な
がら具体的には分かりません。し
かし、日本全体でみると、日本人
はがんに限らず、健康や医療に関
するリテラシーが低いことが指摘
されています。
　ヨーロッパヘルスリテラシー調
査 質 問 紙（European Health 
Literacy Survey Questionnaire 、
HLS-EU-Q47）による国際的な
調査によると、例えば医師から言
われたことを理解するのが「難し
い」と答えた人の割合が、最もヘ
ルスリテラシーが高かったオラン
ダの8.9％に対して日本は44.0％
と 5 倍近くに達していますし、ア
ジア諸国との比較においても、イ
ンドネシアやミャンマー、ベトナム
といった国々よりも日本が低いと
いう結果が出ています。

回程度に抑えたり、緩和的放射
線治療の患者さんに対しては当セ
ンターへの車による送迎サービス
等を実施したりと、小規模なセン
ターならではの細かい心配りが可
能です。しかし、このような放射
線治療の現状や当センターのさま
ざまな取り組みについて十分情報
発信ができているとは言えず、広
く栃木県の医療機関や一般市民
の方々に知ってもらえるように声を
あげることが、現在の私の役目で
あると考えています。

日本の放射線治療発展に
長年尽力してきたことで知られる
東京大学医学部附属病院 放射線科 
放射線治療部門 准教授の
中川恵一氏に、栃木県の放射線治療の
現況と、宇都宮セントラルクリニック 
放射線治療センターへの
協力について話を聞いた。

東京大学医学部附属病院
放射線科 放射線治療部門 准教授

中川恵一氏に聞く
なかがわ・けいいち

民間資本を活用した高精度放射線治療施設の活動を積極的に支援し、
日本における標準的な放射線治療の普及に尽力する

1960 年東京都生まれ。1985 年東京大学医
学部卒。同年同大学医学部放射線医学教
室入局。社会保険中央総合病院放射線科、
東大助手、専任講師を経て、2002 年より同
大学医学部附属病院放射線科准教授。
2003 年より同院緩和ケア診療部長を兼任。
この間、スイスPaul Sherrer Institute へ客
員研究員として留学。著書に「がんのひみつ」

「がんの練習帳」「専門医が教える がんで
死なない生き方」「がんで死ぬのはもったい
ない」、監修に「病院と患者のための放射
線治療」など多数

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
で
で
き
な
い
も
の
を
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
で
治
療
し
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
で
で
き
な

い
も
の
を
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
で
照
射
す
る
と
い
う
使

い
分
け
を
し
て
お
り
、
お
互
い
高
い
有
用
性
を
持

つ
治
療
装
置
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
に
特
化

し
た
装
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
操
作
面
に
つ
い
て

は
若
手
の
診
療
放
射
線
技
師
で
も
比
較
的
扱
い

易
い
装
置
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
ト
モ
セ

ラ
ピ
ー
は
、
２
０
１
８
年
11
月
に
更
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
同
装
置
で
は
、
治
療
直
前

に
撮
影
す
る
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
の
画
質
が
改
善

さ
れ
て
い
て
、
よ
り
精
度
の
高
い
放
射
線
治
療

を
実
施
で
き
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
と
し

て
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
専
用
の
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム

「M
ultiPlan

」
と
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
用
の
治
療
計
画

シ
ス
テ
ム
「A

ccuray Precision
」
の
ス
タ
ン

ド
ア
ロ
ー
ン
型
を
各
２
台
使
用
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
優
れ
た
性
能
を
持
つ
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム

頭
頸
部
領
域
へ
の
照
射
が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、

想
像
以
上
に
呼
吸
同
期
下
で
の
追
尾
機
能
を
活

用
し
た
体
幹
部
領
域
へ
の
照
射
な
ど
、
脳
腫
瘍

や
頭
頸
部
以
外
の
領
域
へ
の
治
療
症
例
も
多
い

の
が
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
体
幹
部
定
位
照
射
の
第
１
号
症
例
も
、

マ
ー
カ
ー
レ
ス
に
よ
る
肺
が
ん
の
呼
吸
同
期
追
尾

照
射
で
あ
り
ま
し
た
。
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
脳

神
経
外
科
領
域
で
の
ニ
ー
ズ
か
ら
登
場
し
た
装

置
で
す
が
、
体
幹
部
定
位
照
射
の
適
応
が
拡
大

さ
れ
た
現
在
で
は
、
多
く
の
放
射
線
治
療
医
の

先
生
方
も
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
治
療
装
置
で
あ

り
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
の
治
療
は
、
現
在
は
脳
腫

瘍
に
対
す
る
治
療
が
７
割
程
度
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
で
も
あ
る

体
幹
部
の
治
療
症
例
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
、

脳
と
体
幹
部
が
半
々
程
度
に
な
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
治
医
科
大
学
附
属
病

院
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
の
連
携
に

よ
る
高
度
な
放
射
線
治
療
技
術
を
活
用
で
き
る

の
が
強
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
落

と
し
込
む
の
が
重
要
だ
と
新
木
氏
は
話
す
。

で
あ
る
が
、
特
に
「A

ccuray Precision

」
は

操
作
性
に
優
れ
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
よ
り
、

患
者
個
人
に
合
わ
せ
た
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
３
Ｄ 

Ｃ
Ｒ

Ｔ
の
治
療
計
画
が
立
案
で
き
る
ほ
か
、
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
の
治
療
計
画
も
立
案
が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
他
にRaySearch Laboratories

社
製
の
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「RayStation

」
を

使
用
し
て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
専
ら
放
射
線
治

療
医
が
使
用
し
、
治
療
計
画
立
案
に
際
し
て
時

間
が
か
か
るContouring

を
簡
便
に
行
え
る
こ

と
を
評
価
し
て
い
る
と
い
う
。

　

Ｑ
Ａ
等
、
放
射
線
治
療
装
置
の
管
理
業
務
に

つ
い
て
、
新
木
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
に
関
し
て
は
、
以
前
勤
務
し

て
い
た
施
設
で
の
運
用
経
験
も
あ
る
の
で
、
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
に
関
し
て
も
、
当

セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
は
同
装
置
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
っ
て
、

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
管
理
業
務
を
実
施
で
き
て

お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
」

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
に

よ
る
治
療
を
１
日
数
件
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
る

治
療
を
１
日
10
件
以
上
実
施
し
て
い
る
。
治
療

内
容
の
傾
向
に
つ
い
て
、
新
木
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
前
立
腺

と
乳
腺
に
対
す
る
治
療
が
多
い
の
で
は
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
後
は
、
緩
和

的
照
射
の
件
数
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
に
関
し
て
も
、
脳
腫
瘍
や

「
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
栃
木
県
と
い
う
土
地
柄
も

あ
り
、
で
き
る
限
り
治
療
の
た
め
の
来
院
日
数

を
抑
え
た
い
と
い
う
患
者
側
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
現
在
も
、
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
、

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
放
射
線
治
療
医

の
先
生
方
の
ご
指
導
を
得
て
、
照
射
回
数
の
少

な
い
治
療
が
実
現
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
元
々
１
回
あ
た
り
の
照

射
時
間
は
長
い
で
す
が
、
照
射
回
数
が
少
な
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

加
え
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
も
、
前
立
腺
が

ん
の
治
療
で
は
、
標
準
的
な
治
療
が
38
回
の
照

射
に
対
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
20
回
照
射
を

実
施
し
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
新
木
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
ま
だ
開
設
か
ら
１
年
と
経
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ま
ず
は
治
療
実
績
を
上
げ
、
周
辺
医
療
機
関
の

信
頼
を
勝
ち
得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
当
院
で

し
か
で
き
な
い
高
精
度
な
放
射
線
治
療
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
全
域
か
ら
患

者
を
紹
介
し
て
も
ら
う
よ
う
な
施
設
に
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

装
置
の
性
能
を
最
大
限
に
引
き
出
す

放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
を
装
備

「M
ultiP

lan

」
＆
「A

ccuray P
recision

」

“
高
精
度
”
以
外
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応

大
学
病
院
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
活
用

放
射
線
治
療
業
務

（    ）13 新　医　療　2019年2月号 （    ）12新　医　療　2019年2月号


